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論 文  内  容 ࡢ   要  旨  

氏  名  㸦 松 ᮏ 承 子           㸧  

論文題名 

Creative Evolution: Reproduction in George Bernard Shaw’s Plays 

 

創造的進化―ࢪョ࣮ࢩ࣭ࢻ࣮ࢼ࣮ࣂ࣭ࢪョ࣮劇ࡿࡅ࠾生殖 

 

論文内容ࡢ要旨 

 

ࢫࢽ࣑࢙ࣇࡀョ࣮ࢩࠋࡓࡵ始ࢆᮏ論文ࡽいう問題ᥦ起ࠖࡢ࡞ࢺࢫࢽ࣑࢙ࣇࡣョ࣮ࢩ࣭ࢻ࣮ࢼ࣮ࣂ࣭ࢪョ࣮ࢪࠕ

ࡗࡀୖࡁ湧ࡽ࡞活動ࠊ㝶筆ࠊ作品ࡢ彼ࡣࢪ࣮࣓࡞うࡼࡢそࡢョ࣮ࢩࠋࡿい࡚ࡋ蔓延ࡣࢪ࣮࣓いうࡿあ࡛ࢺ

࡚いࢩࡽࡀ࡞ࡋࡋࠋࡿョ࣮ࢺࢫࢽ࣑࢙ࣇࢆ見做ࡣࡇࡍ誤࡛ࡾあࡿいう主張ࡀ浮ୖࡢࡇࠋࡓࡋ議論ࢩࡀョ࣮ࡣ

࣮ࣀࡽ作品ࡢ初期ࡢョ࣮ࢩࢆ問題ࡢそࡣᮏ論文࡛࡚ࡗ従ࠋࡓࡗ࡞ࡅ掛ࡗษࡿ調ࢆうࡿあ࡛ࢺࢫࢽ࣑࢙ࣇ

ベࣝ文学賞ཷࢆ賞ࡢ࡛ࡲࡿࡍ主要8࡞作品ᥥࡿࢀ女性ࡢ登場人物ࢆศ析ࡿࡍ࡛熟慮࡚ࡋいくࠋ扱う作品࢘ࠗࠊࡣ

ョ࣭ࣥࢪࠗࠊ(少佐࠘。1907ࣛࣂ࣮ࣂࠗࠊ(「超人࠘。190人ࠗࠊ(ダ࠘。1898ࢹࣥ࢝ࠗࠊ職業࠘㸦1898㸧ࡢ夫人࢛ࣥࣞ

あ࡛(』」19。࠘ࣥ࢘ョࢪ聖女ࠗࠊ(1」19。࠘ࢀ帰ࣛࢭࢺ࣓ࠗࠊ(1916。࣐࠘ࣥ࢜ࣜࢢࣆࠗࠊ(島࠘。1907ࡢࡘう一ࡶࡢࣝࣈ

 ࠋࡿ

࣓ࠗࡣ視Ⅼࡢࡇࠋࡿࡍ採用ࢆいうⅬ生殖ࠖࠕࡿ視Ⅼ࡛あࡓࡗ࡞い࡚ࢀ使わ࡛ࡲ今ࠊ࡛ୖࡿࡍ考察ࢆ作品ࡢࡽࢀࡇ 

ࢆ人間ࡣョ࣮ࢩ何故ࠋࡿ࡞卵生動物最終的ࡀ人間ࡣ࡛ࡇそࠋࡿあ࡛ࡢࡶࡓ思い付い時ࡔࢇ読ࢆ࠘ࢀ帰ࣛࢭࢺ

卵生ᥥいࡢࡓ疑問思࡛ࡽࡓࡗあࢩࠋࡿョ࣮演劇ࢆ理解ࠕ࡛ୖࡿࡍ生殖ࠖいう視Ⅼࡣ鍵ࠋࡿ࡞何故ࢩࡽ࡞

ョ࣮ࡀ生涯ᥦ唱ࡓࡁ࡚ࡋ創造的進化論深く関連࡚ࡋい࡛ࡽࡿあࠋࡿ 

ᮏ論文ࡢ目的ࡣ㸳ࡘあࠋࡿ第1ࢩョ࣮ࢺࢫࢽ࣑࢙ࣇࡀうࢆ調査ࡿࡍ࡛あࠋࡿ第「ࢩョ࣮ࡢ女性登場人物ࢆ

ศ析࡛ࡇࡿࡍ彼ࡢ創造的進化論ࡣ何ࠊ第」ࢩョ࣮ࡀ女性登場人物ࢆᥥく࡛ࡇ何ࢆ表象ࡼࡋう࡚ࡋいࡢࡓ

ࢩࡵࡓࡿࡍ理解ࢆࡢࡓい࡚ࡋうࡼࡋ教育ࢆ何女性࡚ࡋ通ࢆ作品ࡢ彼ࡀョ࣮ࢩ』第ࠋࡿࡳ試ࢆࡇࡿࡍ把握ࢆ

ョ࣮ࡼࡢࡀう女性問題ࢆ扱ࡶࡢࡓࡁ࡚ࡗ考察ࠋࡿࡍ何故ࢩࡽ࡞ョ࣮ࡣ演劇ࡢ目的ࡣ教育࡛あࡿ公言࡚ࡋいࡓ

 ࠋࡿ捉えࢆࡓࡋ出ࡾ作ࢆ劇作法ࡢ彼独自うࡼࡢࡀ彼ࡓࡲࠊ劇作法ࡢョ࣮ࢩ最終的ࠋࡿあ࡛ࡽ

 第1章࡛࢛ࣥࣞ࢘ࠗࡣ夫人ࡢ職業࠘ࢹࣥ࢝ࠗダ࠘ࢆ比較ࡣ࡛ࡇࡇࠋࡿࡍ「人ࣜࢺࢡࣦࡢ朝時代ࡢ女性࡛あࡿ

ࠊ関係ࡢ売春結婚࡛ࡇࡿࡍ比較ࢆࣦࣦࡿࢀࡉ表象新女性ࠊࡾ娘࡛あࡢ彼女夫人࢛ࣥࣞ࢘ダࢹࣥ࢝

男性中心社会࡛ࡢ女性ࡢ役割ࠊ女性ࡢ自立ࢆ考察ࠋࡿࡍ両作品࡛ࡣ女性ࡀ貧困ࡽ逃ࡿࢀ手段࡚ࡋ結婚や売春ࢆ利

用ࡿࡍ状況ࡀᥥ࡚ࢀいࡋࡋࠋࡿ貧困ࡽ逃ࡓࢀ後࡛ࢹࣥ࢝ࡶダ࢛ࣥࣞ࢘夫人ࡣ共男性ࡽ肉体的ࠊ経済的

ࡿࡁ選択࡛ࢆ㐨ࡢそࡀ彼女ࠋࡿ出来ࡀࡇ選ぶࢆ㐨ࡓࡋ自立ࡽ男性ࡣࣦࣦࡢ一方࡛ḟ世代ࡢそࠋࡿࢀࡉ搾ྲྀ

 ࠋࡿ蔭࡛あ࠾ࡢ教育ࡓࡁ࡚ࡅཷࡀ彼女࡚ࡍࡣࡢ

 第㸰章࡛ࠗࡣ人間超人࠘ࣛࣂ࣮ࣂࠗ少佐࠘ࢆ比較ࠋࡿࡍ両作品ࡣ共通Ⅼࡀあࠋࡿそࡣࢀ両作品ࡣࣥࣟࣄࡢ

初ࡵ新女性࡚ࡋ見做࡚ࢀࡉいࡶࡿわࠊࡎࡽ最終的ࡣ時代ࡢ流ࢀ逆ࡽい結婚ࠊ出産ࡇࡣ࡛ࡇࡇࠋࡿࡲ

ࡢ積極的優生学ࡣ࡛ࡇそࠋࡿࡍ再読ࢆ作品ࡽࡀ࡞ࡏ合わࡋࡽ照優生学ࡣ作品࡛ࡢ前者特ࠋࡿࡍ注目決断ࡢ人」ࡢ

必要条件ࡀ示ࠋࡿࢀࡉそࡢ条件ࢆ満ࡓࡋࡓ男女ࠕࡣ選民࡛ࠖあࡿḟ世代ࡵࡓࡢ自己ࢆ犠牲ࡓࡲࠋࡿࡍそࡢࡽࢀ男

女ࠕࡣ選民ࠖ作ࡢࡾⅭ文明ࢆ捨࡚ࡾࡼࠊ自然ࡕい場所向うࠋ後者ࡢ作品࡛ࢩࠊョ࣮ࡣ貧困者ࢆ産ࡳ出ࡍ

資ᮏ主義ࡎࡽ࡞ࡳࡢ貧困者ࢆ救済ࡿࡍ救世軍ࡶ非㞴ࡣ࡛ࡇࡇࠋࡿࡍ富ࡢศ配ࡢ必要性ࡀ強調࡚ࢀࡉいࡋࡋࠋࡿそࢀ

 ࠋࡿࢀࡉ作品内࡛ᥦ示ࡀࡇࡿࢀࡉ犠牲ࡀ女性ࡣࡵࡓࡿࡍ成功ࢆ

 第」章࡛ࢪࠗࡣョ࣭ࣥࡶࡢࣝࣈう一ࡢࡘ島࠘ࡢ࣐࠘ࣥ࢜ࣜࢢࣆࠗ「作品ࡢ中࡛ࠊ何故ࢩョ࣮ࡢࡇࡀ時代ࢽࢪࢯ࣑

欲望ࠖ論࡞ࣝࣕࢩ࣮ࢯホࣔࡢ男性ࠕࡢࢡッ࢘ࢪࢭK࣭࣭ࣦ際ࡢそࠋࡿࡍ考察ࢆࡢࡓᥥいࢆ㸦女性蔑視者㸧ࢺࢫ

恋愛物語ࠖࠕࡿࢀ作中࡛ᥥࡣ前者࡛ࠋ見࡚いくࢆ角関係୕ࢀࡉ構成ࡽ女性ࡢ1人ࢺࢫࢽࢪࢯ࣑ࡢ人」࡚ࡗ使ࢆ

ࣥࣛࣂ精神的ࡢ自ศ㐩ࠊࢀࡉ脅到来ࡢい女性ࡋ新ࡣࢺࢫࢽࢪࢯ࣑ࡢ人ࠋࡿ当࡚ࢆ焦Ⅼࣛࣀࡢ人ࢻࣥࣛࣝ

ࢺࠋ出会うࣛࣀࡿ女性࡛あ࡞い因習的࡞ࡋや存在ࡣࡶࡣࢫࣜࢠࡣࡇそࠋう向ࢻࣥࣛࣝⅭࡘ保ࢆࢫ

ࢠࣄࡀࢨࣛࡣࢀそࠋࡿ当࡚ࢆ焦Ⅼ結ᮎࡓࡗ拘ࡀョ࣮ࢩࡣ後者࡛ࠋࡿࡵ求ࢆ彼女郷愁的ࡣࢺベࣥࢻ࣮ࣟࣈ࣭࣒

皮肉ࢆࢨࣛࡀࢢࣥࣜ࢝ࣆࢬࣥࢠࣄࡿあ࡛ࢺࢫࢽࢪࢯ࣑ࡢ㸰人ࡣ࡛ࡇࡇࠋࡿいう結ᮎ࡛あࡿ去ࡽ元ࡢࢬࣥ



 

 ࠋࡿࢀᥥࡀ過程ࡿࡆ育࡚ୖ新女性ࡶ

 第『章࡛ࢩࡣョ࣮ࡢ創造的進化論࢙ࣥࢪࠊࢺࢫࢽ࣑࢙ࣇࢆダ࣮ࠊ性ࡢ観Ⅼࡽ再考ࣛࢭࢺ࣓ࠗࡵࡓࡿࡍ帰ࢆ࠘ࢀ

考察ࡓࡲࠋࡿࡍそࡢ作品ࢆJ࣭J࣭ࣂッࡢ࢙ࣥࣇ࣮࢜ࣁ家母長制理論ࢆ使ࣝࢡ࣮ࢧࣛࢭࢺ࣓࡚ࡗ内ࡢ性࢙ࣥࢪダ࣮ࡢ

進化過程ࢆ考察ࠋࡿࡍ第㸯段㝵࡛ࡣ家母長制社会࡛ࡢ男女ᖹ等ࡀᥥ写࡚ࢀࡉいࠋࡿ第㸰段㝵࡛ࡣ家父長制ࡢ基礎ࡀ樹

立ࠋࡿࢀࡉ第㸱段㝵࡛ࡣ家父長制ࡀ完全家母長制࡚ࡗྲྀ代わࠊࡾ短命人ࡢ男女ࡢ役割ࡀ明確決定ࠋࡿࢀࡉ第㸲

段㝵࡛ࡣ文明化ࡀ止ࠊࡾࡲ首都ࡾࡼࡀ自然近い場所移行ࠋࡿࡍ人類ࡣ男女いうࠊࡾࡼ知的ࠊ無知ศࢀࡽࡅ

男女࡛ࠊࡣ人類ࡣ前者࡛ࠋࡿ࡞首都ࡢ短命人ࡀࢻダッࢡࣂࠊࡾ࡞首都ࡢ長命人ࡀࢻࣥࣛࣝࡣ第㸳段㝵࡛ࠋࡿ

古若者ࠊࡋ変化卵生動物ࡣࡽ彼ࠋࡿࡍ存在ࡳࡢ長命人ࠊࡋ絶滅ࡣ短命人ࡣ第㸴段㝵࡛ࠋࡿࢀࡉくᖺ齢࡛区ู࡞ࡣ

老区ูࢩࠋࡿࢀࡉョ࣮ࡢࡇࡣ作品࡛性性役割ࡢ創造的進化ࢆᥥくࠋそࡢ進化ࡣ渦ࡢ形࡚ࡋ変化࡚ࡋいくࠋ彼ࡣ

 ࠋࡿ訴えࡿ重要࡛あࡀ知性㝖く長命ࡾྲྀࢆ出産能力ࡽ女性ࡣࡵࡓࡿࡍ払拭ࢆ作品࡛男女差ูࡢࡇ

 第』章࡛ࠗࡣ聖女ࢪョࢩ࡛࠘ࣥ࢘ョ࣮࢙ࣥࢪࢫࣥࣛࢺࡣダ࣮࡛あࢪࡿョࢆࣥ࢘兵士ࡢ姿࡚ࡋᥥいࢆࡇࡓ論࡚ࡌい

くࢩࠋョ࣮ࢪࡢョࢪࢆࣥ࢘ュࠕࡢ࣮ࣛࢺࣂ࣭ࢹ身体ࡢ書ࡁ込࡞ࣦࢸ࣐࣮࢛ࣇࣃࠊࡳ攪乱ࠖ論ࢆ通࡚ࡋ考察ࠋࡿࡍ

権ࡣࣥ࢘ョࢪ背く規範ࡢ社会ࡋࡋࠋᥥくࢆࣥ࢘ョࢪ࡚ࡋ女性ࡓࡗ担ࢆ役割ࡢ男性ࠊ捨࡚ࢆ役割ࡢ女性ࡣョ࣮ࢩ

威あࡿ男性㝕忌ࡳ嫌わࠋࡿࢀ何故ࡽ࡞一ࡘ彼女ࡣ一般市民支持࡚ࢀࡉい࡛ࡽࡿあࢪࡓࡲࠋࡿョࡀࣥ࢘謀ࢆ

起ࠊࡋࡇ自ศ㐩ࡢ体面ࢆ汚࡚ࡋいࡿ彼ࡣࡽ信࡚ࡌい࡛ࡽࡿあࠋࡿ更彼ࢪࡣࡽョࡀࣥ࢘異性ࡢ衣類ࢆ身付ࡿࡅ

最ࡶ憤慨࡚ࡋい࡛ࡢࡿあࠋࡿ彼女ࡢ存在ࡣ彼等ࡀ構築ࡓࡁ࡚ࡋ社会ࢆ混乱࡛ࡽࡿࡏࡉあࢩࠋࡿョ࣮ࢪࡢョࣥ࢘

࡛ࡵࡓࡢく国家࡞ࡣ࡛ࡽ自ศᮏ位ࡢ彼女ࡣࢀそࡋࡋࠋࡿ人間࡛あࡿࡁ自ศ࡛決定࡛ࡎࡽ関わ性ࢆ役割ࡢ自ศࡣ

あࢩࠋࡿョ࣮ࢪࡣョࢆࣥ࢘通࡚ࡋ国家ࡵࡓࡢ自己ࢆ犠牲ࡿࡍ女性ࢆ尊くᥥくࠋ 

 概ࢩࠊ࡚ࡋョ࣮演劇ࡢࡘ』ࡣ特筆ࡁࡍ功績ࡀあࠋࡿ第1ࢩョ࣮ࣜࢺࢡࣦࡣ朝時代理想化ࡓࢀࡉ女性像

ࠊく࡞ࡣ女性࡛ࡣョ࣮ࢩ࡛ࡇᥥくࢆ売春ࡢ࡚ࡋ職業家庭内ࡿࢀ行わ貧困故ࡣ彼」第ࠋࡓᥥいࢆ女性ࡓࢀ㞳ࡽ

そうࢆࡿࡊࡏえ࡞い状況ࢆ作ࡓࡗ社会ࢆ非㞴ࠋࡓࡋ第」自立ࡿࡍ女性ࡢ存在脅ࡢࢺࢫࢽࢪࢯ࣑ࡿࢀࡉ姿ࢩࢆョ࣮

 ࠋࡿࢀ思わࡿ功績࡛あࡓࢀ優ࡶ最ࡢ彼ࡣࢀࡇࠋࡓᥥいࢆ家母長制ࡣ彼』第ࠋࡓᥥいࡣ

ࡋ対女性ࡔࡲࡣ彼ࠋࡿあࡀⅬ࡛限界ࡢࡘ㸲ࡣ࣒ࢬࢽ࣑࢙ࣇࡢ彼ࠊࡎࡽわࡶ功績ࡢ以ୖࡢ彼ࡽࡀ࡞ࡋࡋ 

࡚先入観ࡀあࠋࡿ第1ࢩョ࣮ࡣ知性生殖ࡀ共存࡛ࡓࡲࠊࡣࡿࡁ知的࡞女性ࡀ出産࡛ࡣࡿࡁ考え࡞ࡁ࡛ࡀࡇࡿ

ࡴ望ࡋࡶࡀ女性ࡣョ࣮ࢩࠋࡿࡅศい者㸦働く者㸧࡞行わࢆ生殖行う者ࢆ生殖ࠊ種類」ࢆ女性ࡣ彼故ࢀそࠋࡓࡗ

㸯部ࡣ彼ࠋࡿう࡛あࡼࡓࡗ࡞い࡚ࡌ信ࢆࡇࡿあࡀ権利ࡿࡍ拒絶ࡣくࡋࡶࠊ選ぶࢆ両者ࡢ労働出産ࠊࡤࢀあ࡛ࡢ

ࠋࡿい࡚ࡅࡘࡵ決ࡿࡍ有ࢆ知性遥ࡾࡼ女性ࡣ男性ࠊࡋ見做肉体的物質ࢆ女性ࠊࡋ制限生殖ࢆ能力ࡢ女性ࡢ

第㸰ࢩョ࣮ࡣ中産㝵級女性ࠕࡀ選民ࠖࢆ産ࡳ出ࡍ積極的優生学適࡚ࡋいุࡿ断ࠋࡿࡍ第」ࢩョ࣮ࡣ女性ࡢ自己

犠牲ࢆ気高い࡚ࡋࡢࡶᥥくࠋそࢀ故あࡿ程度ࢩョ࣮ࡣ女性ࡀ国ࡵࡓࡢ自己ࢆ犠牲ࢆࡇࡿࡍ奨励ࠋࡿࡍ第『彼

考え࡚いࡿい࡚ࢀࡉ決定ࡁࡘࢀ生ࡣ身体的相㐪ࡢ男女ࠊく࡞ࡋ存在ࡋ男性女性ࠊ性ูࡢࡘ」ࡓࡗࡓࡣ世ࡢࡇࡣ

 ࠋࡿ

 以ୖ見࡚ࡼࡓࡁうࢩョ࣮ࡣ࣒ࢬࢽ࣑࢙ࣇࡢ限界ࡀあ19ࠊࡀࡿ世紀後半0」ࡽ世紀初頭࠾い࡚ࠊ彼ࡣ性ࠊ性

的役割ࠊ性差ูࢆ排㝖ࡿࡍ方法ࢆ熟慮ࡓࡲࠋࡓࡁ࡚ࡋそう࡛ࡇࡿࡍ彼ࡀ出来ࡿ限ࡾ女性ࢆ支援ࡣࡇࡓࡁ࡚ࡋ実

࡛あࠋࡿそࡢ根底ࡣ彼ࡣ社会ࢆ変えࡓいいう思いࡀあ࡛ࡽࡓࡗあࠋࡿそࡣࢀ彼ࡢ劇作法現࡚ࢀいࠋࡿ 

希ࡢ変化ࠕ全࡚࡛ࡢ演劇ࡢョ࣮ࢩࡓࡁ࡚ࡗᮏ論࡛扱ࠋࡿ希望࡛ࠖあࡢ変化ࠕࡣ特徴࡞顕著ࡶ最ࡢ劇作法ࡢョ࣮ࢩ 

望ࠖࡀḟ世代託ࠋࡿࢀࡉ彼ࡢ演劇ࡣ行ࡁ詰ࠊࡾࡲ放棄ࠊ変化ࡢ希望展開ࡣࢀࡇࠋࡿࡍ渦ࡼࡢう形作ࡓࢀࡽ創

造的進化ࢆ示唆ࠋࡿࡍあࡿ世代ࡣ何࡞ࡶくࡽࣟࢮ始࡞ࡣ࡛ࡢࡿࡵいࠋ何故ࡽ࡞先ࡢ世代ࡀ彼ࡢࡽ時代多くࡇࡢ

変化ࠕࡀࡇࡓࡗ࡞ࢀࡽࡆ遂ࡋ成ࡀ世代ࡢ先ࡔࡓࠋࡿあ࡛ࡽࡿい࡚ࡗ備わ世代ࡢそࠊࡀࡇࡿい࡚ࡋ経験ࢆ

ࠋࡿศࡀࡿ何࡛あࡀ目標ࡢ自ศ㐩ࠊࡇࡁࡍࡀ自ศ㐩ࡣ世代ࡢそ故ࢀそࠋࡿࢀࡉ残世代ࡢḟ࡚ࡋ希望ࠖࡢ

従ࠊ࡚ࡗそࡢ世代ࡣḟࡢ段㝵進化࡚ࡋいくࠋそࡢ結果そࡢ世代ࡣ先ࡢ世代ࡣ少ࡋ異ࠋࡿ࡞人類ࡣ新࡞ࡓ世代ࡢ

誕生ࡈ進化ࡢࡇࠋࡿࡍ考えࢩࡣョ࣮ࡢ楽観主義的࡞一面ࢆ表࡚ࡋいࠋࡿ彼ࡣ人間ࡀ常進化ࡿࡍ信࡚ࡌい࡚ࠊ

後退ࡣࡿࡍ考え࡚い࡞いࠋそࡣࢀ彼ࡀ人間ࡢ知性ࢆ過大評価࡚ࡋい࡛ࡽࡓあࠋࡿ 

そࡇ教育ࡣ彼故ࢀそࠋࡓい࡚ࡌ信ࡿ必要不可Ḟ࡛あࡶ最࡚ࡗ人間ࡣ知性ࡣࡵࡓࡿࡍ変化ࡀ人間ࡣョ࣮ࢩ 

場ࡢ教育ࢆ劇場ࠊࡋ利用ࢆ演劇ࡣ彼ࠊࡵࡓࡢいう目的教育ࠋࡓ考え࡚いࡿ課題࡛あ࡞重要ࡶい࡚最࠾社会ࡀ

ࢆ創造的進化論ࡢ彼ࡣ演劇࡚ࡗョ࣮ࢩࠋࡿ創造的進化論࡛あࡢ彼ࡣࡢࡓࡗࡓࡋ教育人々ࡀ彼ࠋࡓࡗ扱࡚ࡋ

浸透ࡿࡏࡉ媒体࡛あࠋࡿ 
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論文審査の結果の要旨 

本博士号請求論文 “Creative Evolution: Reproduction in George Bernard Shaw’s Plays” は、劇作家ジョ

ージ・バーナード•ショーには、その作品、随筆、活動から「フェミニスト」であるというイメージが

一般的に付与されている一方で、そのイメージに対して反論を唱えている批評家もいることに注目し、

ショーのフェミニズムについて再考を加えている論文である。本論では同作家の初期作品からノーベ

ル文学賞を受賞するまでの主要８作品を扱い、ショーが生涯にわたって提唱し、彼の演劇を理解する

上で不可欠である「創造的進化論 (Creative Evolution) 」の概念と関連付けながら、各作品内の女性登

場人物を分析している。本論文の独創的なところは、従来の研究ではヒトラーの優生学を想起させる

から、という理由で回避されがちであった「生殖 (Reproduction)」という視点をあえて導入し、それ

と「創造的進化論」との関係をふまえながら、ショーのフェミニズムおよび劇作法全体を捉え直そう

とした点である。

 序章で、ショーを「フェミニスト」と捉えている先行研究を挙げ、執筆者が本論文の着想を得た経

緯を述べた後、第１章 The Way 0ut of Poverty: Marriage and Prostitution in Candida and Mrs Warren’s 

Professionでは、『カンディダ』と『ウォレン夫人の職業』の２作品に登場する女性たちに注目しなが

ら、ヴィクトリア朝の男性中心社会における女性の役割と自立について考察している。女性が貧困か

ら逃れる手段としてカンディダは結婚を、ウォレン夫人は売春を利用するのであるが、いずれの場合

も結局は、「生殖(Reproduction)」の道具とされる、または金銭の収入源として利用されることで、男

性による搾取の対象となっている、という点では大差がないことをまず指摘する。その上で、ウォレ

ン夫人の娘であるヴィヴィだけが「新しい女性(New Woman)」として男性から自立した生き方をする

ことに言及し、ヴィヴィと上記の二人の女性との違いが、彼女の受けた教育に起因すると分析し、女

性の自立における知性や教育の重要性を示唆してこの章を締めくくっている。

 第２章 Creative Evolution Trough Reproduction: Self-Sacrifice for the Next Generation in Man and 

Superman and Major Barbaraは、『人間と超人』の女主人公アンおよび『バーバラ少佐』の女主人公バ

ーバラが、最初は自立した女性たちであるにもかかわらず、最終的には二人とも結婚•出産という伝統

的な女性のたどる道に従うという点に注目し、この２作品を比較した章である。前者の作品について

は、「超人」の誕生の必要性が描かれている原因として、ボーア戦争におけるイギリス軍の苦戦とい

う現実によって浮上した「衰退に対する恐れ」が背景にあると指摘し、国家の繁栄のために優れた子

孫を残すという目的のもとで、女性の役割が「生殖」に限定されていく過程を分析している。後者で

は、バーバラが救世軍での仕事を辞めて母親と同じように結婚する道を選ぶことになる原因を、自分

の自立が父親の経済力と祖父の社会的地位に支えられた、表面的なものに過ぎなかったことをバーバ

ラが悟るところに見いだしている。その上で、この作品でも、女性は力と知性を持った男性によって

制限された役割しか果たせない存在におさまってしまう結果となることを示し、両作品において、シ

ョーが考えるところのLife Forceは、女性の自由の喪失に帰着すると説明している。



 第３章 Male Homosocial Desire: An Imbalanced Triangular Relationship of Two Misogynists with a 

Woman in John Bull’s Other Island and Pygmalionは、『ジョン•ブルのもう一つの島』と『ピグマリオン』

に共通してみられる、２名のミソジニスト（女性蔑視者）の男性と１名の女性による三角関係、とい

う構図に着目しながら、自立した「新しい女性」を特に嫌悪する男性たちが女性に対してどのように

振舞い、それがどのような結果をもたらすかを分析している。前者では、イングランドの強い女性で

はなく、アイルランドの従順かつ受動的な女性と結婚することで男性の友人（アイルランド人）との

絆をより強固にしようとするブロードベント（イギリス人）の強すぎる支配力が、妻のみならず友人

の存在をも霞ませてしまい、三角関係をいびつなものに変容させてしまうことを述べる。一方、後者

では貧しいイライザに教育を施したミソジニストのヒギンズが、結果として自立した女性を作り出し

てしまうという皮肉と共に、自由になったはずのイライザが、最終的には他の男性との結婚すること

でまた「生殖」の道具という限定的な役割を担うようになる、という皮肉が重層的に展開される様子

を論じている。

 第４章 Creative Evolution: Beyond Matriarchy in Back to Methuselahでは、『メトセラに帰れ』の中で、

当初の「家母長制社会」が徐々に変化していく様子を、段階を追って扱っている。家父長制の基礎の

樹立から、男女の役割が明確に規定された家父長制への移行、文明の停止と自然への回帰、それに伴

い男女の区別よりも知性の有無によって人類が区分されるようになる段階、次に寿命によって人類が

短命と長命の２種類に分かれる段階を経て、最終的に長命人のみで構成される世界へと進化した段階

では人類は卵生として描かれ、それは男女の別が完全に払拭されたことを象徴するものであり、そこ

に到達するには長く生きている間に培われる知性が必要であることを指摘している。

 第５章 A Performative Transgender Image in Saint Joanでは、当時の女性に割り当てられていた役割を

捨てて男装の兵士として振舞う聖女ジョウンが、国家のために尽力しているにも拘らず、特に権力者

の地位にある男性たちから忌み嫌われるようになる理由を、彼女の服装や一般大衆から得ていた人気

および大衆に与える影響力の大きさなどさまざまな角度から分析し、「生殖」の役割を担わない女性

が、別の形での自己犠牲を強いられる社会構造について詳述している。

 最後に、ショーの提唱する「創造的進化論」は、今後何世代にもわたって徐々に起こる変化であり、

次に生み出される世代は現在の世代よりも優れたものになっているはずである、という楽観主義的な

視点に基づいていることが言及される。その一方で、次世代を産み出すために必要な「生殖」という

行為が、実は女性の役割を制限する可能性も秘めていることをショーの作品は多様な形で描いており、

当時の社会状況に対する作家の鋭い洞察と、より良い未来に向けての「変化への希望」を力強く提示

していると結論づけている。

 以上のような論文の内容をふまえ、審査員からは、キーワードとなるいくつかの言葉の定義がなさ

れていないために議論が曖昧になっているところがある、もっと当時の社会的•文化的コンテクストに

照らし合わせて論じた方が説得力のある論になる、作品あるいは批評書の引用をした後で充分に自ら

の論を展開しないまま次のポイントへと移ってしまっている箇所が何カ所かある、特に第４章ではプ

ロットの紹介が長過ぎて肝心の主張したい点が明確になっていない、などの指摘がなされた。

 しかしながら、ショーの作品を広範囲にわたって扱い、170余ページの英文にまとめ上げた本論文が、

執筆者の多大な努力と労力の所産であることは間違いなく、荒削りではあるものの随所に散見される

興味深い着眼点は、更なる研鑽を積むことによって大きく発展させることが可能であり、今後優れた

研究者として活躍することが期待できる。

 上記考査に基づき総合的に判定した結果、本審査委員会は全会一致で、本論文が博士（言語文化学）

の学位を授与するのにふさわしいものであるとの結論に達した。 


